
平
成
二
年
一
○
月
七
日
（
日
）
、
順
天
堂
大
学
有
山
記
念
講
堂
に
お
い
て
八
富
士
川
勝
先
生
没
後
五
○
年
記
念
会
ｖ
（
宗
田
一
実
行
委
員
長
）

が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
さ
い
筆
者
も
『
富
士
川
勝
と
土
肥
慶
蔵
』
な
る
テ
ー
マ
で
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

富
士
川
勝
先
生
（
以
下
、
富
士
川
）
が
亡
く
な
ら
れ
た
昭
和
一
五
年
、
筆
者
は
小
学
校
の
二
年
生
で
あ
っ
た
。
土
肥
慶
蔵
先
生
（
以
下
、

土
肥
）
の
死
亡
さ
れ
た
昭
和
六
年
当
時
は
、
筆
者
は
ま
だ
生
ま
れ
て
も
い
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
没
後
五
○
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
直
接
当
時
を
知
っ
て
い
る
人
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
し
か
し
富
士
川
の
場
合
は
「
こ

の
人
に
勝
る
人
は
な
い
」
と
い
う
人
が
現
存
す
る
。
富
士
川
の
子
息
、
富
士
川
英
郎
氏
で
あ
る
。
今
回
の
五
○
年
記
念
会
に
も
元
気
な
姿
を
見

せ
て
下
さ
り
、
講
演
し
て
下
さ
っ
た
。
さ
ら
に
氏
は
そ
の
直
後
に
『
富
士
川
瀞
』
（
平
成
二
年
一
○
月
二
○
日
発
行
、
小
澤
書
店
）
な
る
著
を

上
梓
さ
れ
た
。
本
書
中
に
は
当
然
土
肥
も
登
場
し
、
人
名
索
引
で
も
一
六
カ
所
に
及
ん
で
い
る
。
こ
と
こ
こ
に
至
っ
て
は
筆
者
の
駄
弁
を
再
録

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
た
め
ら
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
が
、
記
念
会
・
日
本
医
史
学
会
編
集
委
員
会
の
ご
好
意
に
甘
え
い
さ
さ
か
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
ノ
、
こ
と
に
し
た
。

な
お
文
中
敬
称
は
省
略
、
年
の
表
示
は
元
号
に
統
一
し
た
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

一

富
士
川
勝
と
土
肥
慶
蔵

霜
罐
垂
蟻
蕊
一
弄
蕊
鎮
禮
平
成
二
年
十
一
月
二
十
六
日
受
付

長
門
谷
洋
治
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昭
和
四
○
年
は
富
士
川
の
生
誕
百
年
に
当
る
た
め
「
富
士
川
勝
先
生
生
誕
百
年
記
念
会
」
が
結
成
さ
れ
、
五
月
一
六
日
、
東
京
大
学
医
学
部

中
央
図
書
館
講
堂
に
お
い
て
記
念
式
典
を
も
っ
た
。
赤
松
金
芳
氏
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
日
本
医
史
学
会
の
緒
方
富
雄
、
日
本
児
童
学
会
の
竹

内
薫
兵
、
正
信
協
会
の
常
光
浩
然
の
各
氏
よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

翌
昭
和
四
一
年
は
土
肥
の
生
誕
百
年
で
、
日
本
皮
層
科
学
会
が
中
心
に
な
り
、
五
月
八
日
、
京
都
市
で
の
日
本
皮
層
科
学
会
総
会
並
び
に
学

術
大
会
で
中
野
操
・
北
村
包
彦
の
両
氏
が
記
念
講
演
を
さ
れ
、
六
月
一
八
日
、
東
京
大
学
に
お
け
る
日
本
皮
膚
科
学
会
東
京
地
方
会
で
記
念
式

典
が
も
た
れ
皆
見
省
吾
・
高
橋
明
両
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
で
中
野
・
皆
見
両
氏
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
が
と
も
に
土
肥
の
『
世
界

富
士
川
勝
〔
慶
応
元
年
生
、
昭
和
一
五
年
没
（
一
八
六
五
’
一
九
四
○
）
〕
が
日
本
の
医
史
学
の
、
土
肥
慶
蔵
〔
慶
応
二
年
生
、
昭
和
六
年
没

（
一
八
六
六
’
一
九
三
一
）
〕
が
日
本
の
皮
膚
科
学
の
創
始
と
そ
の
基
礎
づ
く
り
に
夫
々
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
の
な
い

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
呉
秀
三
〔
慶
応
元
年
ｌ
昭
和
七
年
（
一
八
六
五
’
一
九
三
二
）
〕
が
日
本
の
精
神
医
学
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ

と
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
富
士
川
は
そ
の
多
彩
な
人
的
交
流
の
中
で
、
と
く
に
土
肥
と
呉
に
と
り
わ
け
強
い
親
近
感
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
、
か
つ
土
肥
も
呉
も
富
士
川
の
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
に
も
と
も
と
医
学
史
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
面
で
も
夫
を
大
き
な
業
績

を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
呉
に
つ
い
て
は
当
日
、
岡
田
靖
雄
氏
が
講
演
さ
れ
た
。
富
士
川
と
呉
と
は
同
郷
（
広
島
県
）
で
も
あ
っ

た
。
土
肥
は
福
井
県
の
出
身
だ
が
、
富
士
川
・
土
肥
と
も
郷
里
、
と
く
に
そ
の
地
の
医
学
会
に
力
を
入
れ
た
（
富
士
川
は
芸
備
医
学
会
・
会
誌

『
芸
備
医
事
』
、
土
肥
は
若
越
医
学
会
・
会
誌
『
若
越
医
事
』
）
こ
と
が
注
目
さ
れ
当
然
な
が
ら
広
島
・
福
井
両
県
で
は
夫
之
先
達
と
し
て
二
人

の
顕
彰
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
次
の
記
念
会
で
も
広
島
県
の
江
川
義
雄
氏
が
、
富
士
川
に
つ
き
そ
の
面
か
ら
の
講
演
を
さ
れ
た
。

一
一
一 二
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徽
毒
史
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
著
上
梓
の
意
義
が
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
、
富
士
川
の
『
日
本
医
学
史
』
、
呉

の
『
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
Ｉ
其
生
涯
及
功
業
ｌ
』
と
と
も
に
、
本
書
は
わ
が
国
医
史
学
史
上
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
『
世

界
徽
毒
史
』
（
大
正
一
○
年
）
は
三
年
後
に
ド
イ
ツ
語
版
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
梅
毒
は
富
士
川
に
と
っ
て
も
興
味

の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
早
く
も
明
治
三
五
年
の
日
本
皮
層
科
学
会
第
二
回
総
会
で
「
東
亜
徽
毒
の
起
原
に
就
て
」
と
題
し
て
述
べ
て
お
り
、

土
肥
が
こ
れ
に
示
唆
を
受
け
た
と
こ
ろ
ま
た
少
な
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

み
つ
と

ゆ
う

富
士
川
は
幼
名
を
充
人
と
い
い
、
子
長
と
号
し
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
筆
名
・
別
号
を
用
い
た
が
一
般
に
は
富
士
川
勝
で
通
っ
て
い
る
。

ユ
ウ
は
名
前
で
も
い
ろ
い
ろ
な
字
が
用
い
ら
れ
る
が
、
溝
と
い
う
一
宇
で
あ
ら
わ
す
例
は
今
日
で
も
あ
ま
り
み
か
け
な
い
。
ま
た
最
近
は
ワ

ー
プ
ロ
利
用
に
よ
る
印
刷
が
行
わ
れ
る
た
め
か
、
勝
と
記
し
て
お
い
て
も
で
き
あ
が
っ
て
き
た
も
の
に
は
遊
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
勝
と
遊
の
字
義
に
つ
い
て
は
と
く
に
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
溝
の
方
は
〃
お
よ
ぐ
″
と
か
〃
旅
行
す
る
″
の
意
味
が
強
い
よ

う
で
あ
る
。
土
肥
に
『
顎
軒
瀞
戯
』
（
昭
和
二
年
）
と
題
す
る
一
言
が
あ
る
。
顎
軒
は
土
肥
の
号
で
あ
る
が
、
な
ぜ
勝
戯
と
い
う
字
を
用
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
乙
丑
周
溝
記
』
（
昭
和
六
年
）
で
も
勝
の
字
を
用
い
て
い
る
。

文
字
に
は
う
る
さ
い
土
肥
の
こ
と
ゆ
え
、
そ
れ
な
り
の
意
図
を
も
っ
て
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
勝
と
は
な
か
な
か
今
風
の
言
葉
で

も
あ
る
。
あ
る
意
味
で
富
士
川
自
身
が
勝
の
人
生
で
あ
っ
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。

ま
た
富
士
川
は
静
岡
県
の
富
士
川
で
遊
ん
だ
り
、
泳
い
だ
り
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
富
士
川
溝
で
あ
る
。

戸
ｏ

ｎ
室
Ｊ

石
原
理
年
氏
に
よ
れ
ば
昭
和
六
二
年
四
月
二
○
日
、
広
島
県
高
取
郵
便
局
よ
り
「
富
士
川
勝
先
生
顕
彰
碑
と
同
局
背
後
の
荒
谷
山
」
を
意
匠

四五
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呉
も
そ
う
だ
が
、
富
士
川
も
土
肥
も
医
家
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
土
肥
は
養
子
に
な
る
が
、
生
家
の
石
渡
家
に
は
適
塾
に
学
ん
だ
者
も
い
る
。

す
す
ぐ

富
士
川
の
父
・
雪
は
の
ち
に
溝
が
関
与
し
た
奨
進
医
会
の
創
始
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
あ
る
。
富
士
川
は
明
治
二
○
年
に
県
立
の
広
島
医
学
校
を

卒
業
し
、
同
年
上
京
す
る
が
、
当
時
呉
や
土
肥
は
ま
だ
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
（
明
治
二
三
年
卒
業
）
。
岡
田
氏
に
よ
れ
ば
翌

一
二
年
末
か
二
二
年
は
や
く
に
富
士
川
と
呉
と
は
あ
い
し
っ
た
と
。
そ
し
て
呉
は
同
二
二
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
土
肥
と
本
郷
区
西
片
町
で
同

宿
（
大
学
で
は
同
級
）
で
あ
っ
た
と
。
土
肥
は
『
日
本
医
学
史
』
に
寄
せ
た
序
文
で
「
芳
渓
顧
ミ
テ
客
ヲ
余
二
介
ス
。
余
是
二
於
テ
始
メ
テ
富

士
川
子
長
卜
相
識
ル
ヲ
得
タ
リ
」
と
し
て
い
る
の
で
こ
の
こ
ろ
に
呉
（
芳
溪
と
号
す
）
に
よ
り
土
肥
と
富
士
川
は
あ
い
し
っ
た
こ
と
に
な
り
、

こ
こ
に
三
人
の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
。
三
人
は
当
時
の
エ
リ
ー
ト
へ
の
条
件
の
一
で
あ
っ
た
外
国
、
な
か
ん
ず
く
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た

欧
州
へ
の
留
学
を
行
っ
て
い
る
が
、
土
肥
が
も
っ
と
も
早
く
明
治
二
六
年
に
出
発
し
、
三
○
年
に
は
呉
が
、
三
一
年
に
は
富
士
川
が
欧
州
に
向

い
、
土
肥
は
三
一
年
帰
国
し
て
い
る
の
で
外
国
で
富
士
川
ら
に
会
っ
て
は
い
な
い
が
、
富
士
川
と
呉
と
は
ゥ
イ
ー
ン
や
イ
ェ
ー
ナ
で
会
い
、
そ

の
さ
い
の
写
真
も
残
さ
れ
て
い
る
。

図1 富士川勝に関する風景印

(昭和62年4月20日，広

島高取局，石原理年氏提

供による）

と
し
た
風
景
印
（
図
１
）
が
発
行
さ
れ
た
と
。
わ
が
国
で
は
医
師
な
ど
の
人
物
を
テ
ー
マ

に
し
た
切
手
や
風
景
印
は
少
な
い
の
で
、
こ
れ
は
記
念
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
ち
な
み
に
こ
こ
に
印
さ
れ
た
碑
は
昭
和
五
○
年
八
月
、
富
士
川
誕
生
の
地
、
広
島
市

安
佐
南
区
安
古
市
町
大
字
長
楽
寺
に
富
士
川
勝
顕
彰
会
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
土
肥
に
つ
い
て
は
昭
和
三
一
年
一
○
月
Ｊ
Ｒ
武
生
駅
近
く
に
武
生
市
医
師
会
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
「
土
肥
慶
蔵
先
生
誕
生
地
」
碑
が
あ
る
。

ユー

ノ、
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呉
を
含
め
三
人
と
も
そ
の
論
文
・
著
書
の
数
は
多
い
。
む
ろ
ん
蔵
書
も
多
か
っ
た
。
富
士
川
は
晩
年
鎌
倉
か
ら
東
京
へ
列
車
で
通
っ
て
い
た

が
、
そ
の
車
中
で
も
執
筆
に
余
念
が
な
か
っ
た
由
。
一
方
、
土
肥
は
推
敲
を
重
ね
る
ほ
う
で
、
自
ら
編
集
に
あ
た
っ
た
『
皮
層
科
及
泌
尿
器
科

雑
誌
』
の
内
容
に
も
こ
ま
か
い
目
を
配
っ
た
。
同
誌
は
明
治
期
の
わ
が
国
医
学
雑
誌
の
白
眉
と
さ
れ
て
い
る
が
、
土
肥
が
容
易
に
ゴ
ー
サ
イ
ン

を
出
さ
な
い
の
で
、
印
刷
を
引
き
受
け
る
朝
香
屋
書
店
の
主
人
が
困
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
面
で
は
土
肥
は
印
刷
屋
泣
か
せ
で
あ
っ
た
。
土

肥
に
漢
学
の
素
養
が
大
き
か
っ
た
の
は
彼
が
故
道
人
総
生
の
門
に
入
っ
て
学
ん
だ
こ
と
も
大
き
い
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
故
道
人
の
と
こ
ろ

に
は
中
村
敬
宇
も
文
を
持
ち
込
ん
だ
が
、
彼
は
そ
れ
に
も
完
膚
な
ぎ
ま
で
に
朱
を
入
れ
た
と
土
肥
は
記
し
て
い
る
（
土
肥
顎
軒
「
古
道
人
総
生

先
生
を
語
る
」
『
禮
性
』
一
七
巻
六
号
、
昭
和
六
年
）
。

富
士
川
の
著
作
量
が
と
く
に
多
い
の
は
速
筆
で
あ
っ
た
他
に
三
人
の
中
で
は
も
っ
と
も
長
寿
で
あ
っ
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

土
肥
が
昭
和
六
年
に
亡
く
な
り
、
追
悼
の
辞
を
寄
せ
た
呉
も
翌
年
に
は
死
亡
し
て
い
る
。
富
士
川
は
そ
れ
か
ら
八
年
間
を
生
き
、
し
か
も
そ
の

間
に
生
涯
の
決
算
と
も
い
う
べ
き
大
き
な
仕
事
を
し
て
い
る
。
昭
和
一
三
年
に
結
成
さ
れ
た
杏
林
温
故
会
（
の
ち
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
）

の
発
会
の
さ
い
に
も
き
ち
っ
と
し
た
祝
辞
を
寄
せ
て
く
れ
て
い
る
。
富
士
川
に
は
胆
石
の
持
病
が
あ
っ
た
が
、
死
の
一
カ
月
程
前
に
は
ま
だ
旅

行
の
心
づ
も
り
を
し
て
い
る
な
ど
、
老
い
を
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
死
が
近
づ
い
て
も
重
厚
な
治
療
は
希
望
せ
ず
、
現
在
で
い
う
尊

厳
死
的
な
も
の
を
選
ん
だ
と
さ
れ
る
。
彼
は
宗
教
的
な
素
養
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
面
か
ら
も
達
観
の
境
地
に
達
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
死

亡
後
、
頭
部
の
解
剖
が
行
わ
れ
、
脳
が
取
り
出
さ
れ
た
。

土
肥
は
昭
和
三
年
に
直
腸
癌
の
根
治
手
術
を
受
け
、
い
っ
た
ん
健
康
を
取
り
戻
す
が
、
同
六
年
肝
臓
癌
で
死
亡
す
る
。
死
の
直
前
ま
で
そ
の

著
『
乙
丑
周
勝
記
』
に
手
を
入
れ
、
そ
の
題
字
を
記
し
た
。

七
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た
が
、
三
七
年
（

講
演
し
て
い
る
。

日
本
皮
層
科
学
会
の
前
身
、
日
本
皮
層
病
学
会
が
発
足
し
た
の
は
明
治
三
三
年
で
あ
る
が
、
当
時
は
皮
層
科
医
が
ご
く
僅
か
で
あ
っ
た
関
係

も
あ
り
、
土
肥
は
知
人
の
幾
人
か
を
日
本
皮
層
科
学
会
の
会
員
と
し
た
。
富
士
川
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
三
八
年
発
足
の
日
本
花
柳
病

予
防
会
で
は
富
士
川
も
土
肥
と
と
も
に
そ
の
幹
事
と
な
っ
た
。
富
士
川
が
三
五
年
の
日
皮
会
で
梅
毒
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
前
述
し

た
が
、
三
七
年
の
第
四
回
同
総
会
で
は
「
プ
レ
ン
ク
と
日
本
医
学
」
に
つ
き
述
べ
て
お
り
、
四
一
年
の
第
八
回
総
会
で
は
「
東
洋
癩
病
史
」
を

明
治
二
五
年
三
月
四
日
、
私
立
奨
進
医
会
は
富
士
川
の
首
唱
に
よ
り
先
哲
祭
を
開
い
た
。
こ
の
と
き
呉
は
出
席
し
た
が
土
肥
は
参
会
予
定
の

と
こ
ろ
都
合
で
欠
席
し
た
。
翌
年
は
医
家
先
哲
追
薦
会
と
改
名
し
た
が
こ
の
と
き
は
呉
と
と
も
に
土
肥
も
出
席
し
て
い
る
。

下
っ
て
昭
和
二
年
、
日
本
医
史
学
会
創
立
協
議
会
が
も
た
れ
る
が
、
こ
こ
へ
も
富
士
川
、
呉
、
土
肥
の
三
名
と
も
出
席
、
そ
の
あ
と
第
一
回

例
会
が
も
た
れ
た
が
五
人
の
講
演
者
中
に
は
上
記
三
名
が
あ
り
、
そ
こ
へ
金
杉
英
五
郎
、
藤
浪
剛
一
が
加
わ
っ
た
。
三
人
は
と
も
に
日
本
医
史

学
会
の
発
起
人
と
な
り
、
正
式
に
学
会
の
発
足
を
み
る
に
至
る
が
初
代
理
事
長
に
は
呉
が
、
理
事
の
一
人
に
富
士
川
が
、
そ
し
て
評
議
員
の
一

人
に
土
肥
が
選
ば
れ
た
。
富
士
川
は
昭
和
一
三
年
に
日
本
医
史
学
会
の
理
事
長
に
な
り
、
死
亡
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。

富
士
川
の
著
述
の
主
要
な
も
の
は
富
士
川
英
郎
氏
に
よ
り
『
富
士
川
勝
著
作
集
』
全
十
巻
（
昭
和
五
五
年
’
五
七
年
、
思
文
閣
出
版
）
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
伝
記
も
前
述
の
よ
う
に
決
定
版
と
い
う
べ
き
富
士
川
英
郎
氏
に
よ
る
『
富
士
川
勝
』
が
出
た
の
は
あ
り
が
た

い
。
と
こ
ろ
で
瀞
没
後
一
四
年
後
の
昭
和
二
九
年
に
『
富
士
川
勝
先
生
』
な
る
書
が
そ
の
刊
行
会
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
の
第
一
部

「
先
生
の
生
涯
」
が
実
は
英
郎
氏
の
執
筆
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
今
回
の
著
は
こ
れ
を
大
幅
に
増
補
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
『
富

九 八
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土
肥
は
東
大
の
臨
床
の
教
授
と
し
て
多
忙
な
日
を
送
っ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
医
学
史
の
調
査
・
研
究
に
も
情
熱
を
燃
や
し
た
こ
と
は
前
述
の

と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
業
績
の
一
に
奥
村
良
筑
〔
貞
享
三
年
ｌ
宝
暦
十
年
（
一
六
八
六
’
一
七
六
○
）
〕
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
（
「
奥
村
良
筑

考
」
『
顎
軒
勝
戯
』
（
昭
和
二
年
所
収
）
良
筑
は
彼
の
郷
里
、
福
井
県
の
人
で
あ
る
。
土
肥
は
明
治
三
九
年
、
富
士
川
と
と
も
に
常
光
寺
（
現
、

福
井
県
南
条
郡
南
条
町
上
平
吹
）
に
良
筑
の
墓
を
訪
う
て
い
る
。
い
ま
こ
の
部
分
を
上
記
の
害
か
ら
抄
出
す
れ
ば
以
下
で
あ
る
。

明
治
三
九
年
五
月
、
土
肥
は
富
士
川
・
呉
の
招
き
で
広
島
県
呉
で
の
芸
備
医
学
会
総
会
に
出
、
江
田
島
海
軍
兵
学
校
・
宮
島
・
広
島
を
経
て

二
人
と
別
れ
、
吉
野
・
多
武
峰
に
寄
っ
て
一
六
日
に
郷
里
武
生
に
入
る
。
一
七
日
に
富
士
川
の
象
が
武
生
に
入
り
再
会
。
一
八
日
は
二
人
で
金

沢
の
北
陸
医
学
会
総
会
に
出
、
一
泊
し
て
武
生
に
帰
る
。
一
九
日
、
奥
村
武
氏
の
案
内
で
上
平
吹
村
に
向
う
。
寺
に
着
い
た
と
き
住
職
は
不
在

で
あ
っ
た
が
、
奥
村
氏
の
義
兄
浅
井
謙
蔵
氏
が
迎
え
て
く
れ
た
。
奥
村
家
、
良
筑
の
墓
が
ど
れ
か
が
判
ら
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
奥
村
氏
之
墓

と
刻
し
た
る
一
群
の
墓
を
み
つ
け
、
そ
の
一
々
に
つ
い
て
富
士
川
が
あ
た
っ
て
い
る
と
「
暦
」
と
「
庚
辰
」
と
読
め
る
小
さ
い
が
苔
の
も
っ
と

も
深
い
墓
が
あ
り
、
よ
く
み
る
と
「
暦
」
の
字
の
上
が
「
宝
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
が
良
筑
の
墓
で
あ
る
と
断
じ
て
、
一
同
こ
れ

に
礼
を
し
、
富
士
川
は
拓
本
を
と
り
、
土
肥
は
写
真
を
撮
っ
た
。
こ
の
と
き
住
職
が
帰
っ
て
来
て
、
一
行
を
寺
房
に
招
い
て
、
過
去
帳
に
よ
っ

て
調
べ
て
く
れ
た
。
そ
の
あ
と
一
同
を
も
含
め
て
寺
の
写
真
を
撮
っ
た
。
そ
の
と
き
の
写
真
が
『
顎
軒
勝
戯
』
に
載
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
転

写
す
る
（
図
２
）
と
と
も
に
、
人
物
の
部
分
を
拡
大
し
て
示
し
た
（
図
３
）
。
同
夜
は
武
生
で
南
條
郡
の
医
師
と
富
士
川
・
土
肥
の
両
名
と
の

閑
談
の
機
会
が
も
た
れ
た
が
、
そ
こ
は
土
肥
の
実
家
石
渡
氏
の
旧
宅
で
土
肥
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
翌
日
二
人
は
東
京
に
向
っ
た
。

士
川
勝
先
生
』
は
し
か
し
な
お
今
日
に
お
い
て
そ
の
価
値
は
高
い
と
思
う
。
と
く
に
赤
松
金
芳
氏
に
な
る
と
い
う
八
先
生
の
言
葉
ｖ
、
す
な
わ

ち
〃
富
士
川
勝
語
録
″
は
ま
こ
と
に
示
唆
に
富
ん
で
お
り
か
つ
楽
し
い
。
今
回
の
記
念
会
で
『
富
士
川
勝
先
生
没
後
五
○
年
記
念
会
会
誌
』
と

と
も
に
、
こ
の
部
分
の
コ
ピ
ー
が
参
会
者
に
配
布
さ
れ
た
の
は
適
切
な
配
慮
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一

○
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たときの写真
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当
時
奥
村
武
氏
は
奥
村
家
に
養
子
に
入
っ
た
ば
か
り
で
未
だ
先
祖
の
墓
詣
で
を
し
て
い
な
か
っ
た
上
、
親
戚
の
浅
井
氏
も
案
内
で
き
る
ほ
ど
の

者
で
な
か
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
が
、
と
に
か
く
同
日
良
筑
の
墓
が
見
付
か
り
、
祖
先
の
こ
と
も
幾
分
判
明
し
た
の
は
収
穫
で
あ
っ
た
と
し
て
い

ブ
（
》
。

そ
れ
か
ら
一
八
年
後
の
大
正
一
三
年
、
土
肥
は
再
び
良
筑
の
墓
に
詣
で
た
。
一
○
月
五
日
、
奥
村
良
筑
・
笠
原
良
策
・
竹
内
玄
同
の
三
先
哲

の
贈
位
祭
が
福
井
県
医
師
会
・
若
越
医
学
会
の
首
唱
に
て
福
井
市
で
行
わ
れ
た
。
県
医
は
こ
れ
に
土
肥
と
と
も
に
富
士
川
を
招
請
し
た
が
、
富

士
川
は
差
支
え
が
あ
り
不
参
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
県
医
は
土
肥
を
介
し
て
呉
の
来
福
を
求
め
た
と
こ
ろ
諾
と
な
っ
た
。
土
肥
は
や
は
り
福
井
県

出
身
の
竹
内
松
次
郎
を
伴
っ
て
帰
県
、
上
記
式
典
に
参
列
し
た
翌
六
日
に
三
人
で
奥
村
の
墓
へ
向
っ
た
。
先
代
の
住
職
は
す
で
に
亡
く
、
若
い

住
職
に
変
っ
て
い
た
が
、
過
去
帳
の
再
覧
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
現
存
す
べ
て
と
出
さ
れ
た
過
去
帳
に
何
故
か
先
年
見
た
項
を
見
出
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
環
境
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
土
肥
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
細
裡
に
沿
ふ
て
他
の
墳
墓
の
間
に
交
は
れ
る
西
奥
村
氏
の
墓
石
四
基
の
う
ち
、
二
番
目
の
最
も
小
さ
な
の
に
、
前
年
富
士
川
博
士
と

共
に
探
し
当
て
た
一
円
居
士
之
墓
を
再
び
見
出
し
た
。
し
か
し
此
の
物
寂
か
な
る
山
中
に
も
改
造
の
斧
は
い
つ
し
か
揮
は
れ
欝
茂
と
し
て

昼
尚
ほ
暗
か
り
し
周
囲
の
杉
檜
は
今
は
無
残
に
も
悉
く
伐
り
排
は
れ
て
、
明
る
く
古
墳
は
露
出
し
た
。
も
は
や
緑
苔
を
掃
ふ
労
は
い
ら
ぬ

が
、
而
も
墓
前
に
佇
ん
で
古
を
懐
ふ
情
緒
の
幾
分
か
殺
が
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
」

同
日
午
後
は
前
日
の
福
井
市
に
続
い
て
武
生
で
南
條
郡
医
師
会
に
よ
る
奥
村
良
筑
の
贈
位
奉
告
祭
が
行
わ
れ
た
の
で
、
土
肥
は
そ
こ
に
玉
串

を
捧
げ
た
の
ち
、
良
筑
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
っ
た
。

か
く
、
奥
村
良
筑
の
墓
に
は
土
肥
が
二
度
、
富
士
川
と
呉
が
一
度
づ
つ
詣
で
た
こ
と
に
な
る
。

一
一
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大
正
一
四
年
四
月
、
大
阪
の
中
之
島
公
会
堂
で
、
大
阪
医
科
大
学
教
授
桜
根
孝
之
進
博
士
（
皮
層
花
柳
病
学
）
在
職
満
二
五
年
祝
賀
会
が
あ

り
、
そ
の
夕
、
門
下
生
よ
り
成
る
桜
蔭
会
が
教
授
夫
妻
を
静
観
模
に
招
請
、
そ
の
席
に
土
肥
夫
妻
も
列
し
た
。
そ
の
さ
い
桜
根
門
下
の
億
川
摂

た
が
、

い
る
。 奥

村
良
筑
の
墓
に
は
富
士
川
と
土
肥
は
同
道
し
た
の
だ
が
、
あ
る
墓
を
二
人
が
別
為
に
訪
ね
た
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
は
良
筑
の
弟
子
に
あ
た

ど
く
し
ょ
う
あ
ん

ぞ
う
ろ
あ
ん

る
永
富
独
嚥
庵
〔
享
保
一
七
年
ｌ
明
和
三
年
（
一
七
三
二
’
一
七
六
六
）
〕
の
墓
を
大
阪
の
蔵
鷺
庵
に
訪
ね
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
富
士
川

は
終
生
独
嚥
庵
に
関
心
を
寄
せ
、
死
亡
の
年
昭
和
一
五
年
に
『
訳
解
・
漫
勝
雑
記
』
を
著
し
て
い
る
が
、
彼
が
大
阪
市
の
蔵
鷺
庵
に
独
嚥
庵
の

墓
を
訪
ね
た
の
は
、
明
治
二
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
富
士
川
は
そ
の
と
き
の
こ
と
に
つ
い
て
後
年
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
独
嚥
庵
は
名
高
い
人
で
あ
っ
て
、
我
邦
の
医
史
上
に
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
者
で
あ
り
ま
す
が
、
浪
花
名
家
墓
所
記
に
は
載
っ
て
い
な
い
。

天
王
寺
に
蔵
鶯
庵
と
云
ふ
小
さ
な
寺
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
墓
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
私
は
今
か
ら
二
十
四
五
年
前
、
そ
の
寺
に
行
っ
て
見

ま
し
た
。
す
る
と
そ
ん
な
墓
は
な
い
と
云
ふ
。
残
念
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
そ
の
辺
を
尋
ね
て
居
り
ま
す
と
、
墓
地
に
隣
合
っ

た
畑
の
中
に
一
つ
の
墓
石
が
あ
る
の
で
、
行
っ
て
見
る
と
そ
れ
が
独
哺
庵
の
碑
で
、
亀
井
鑑
の
誌
銘
、
篠
崎
応
道
が
書
い
た
立
派
な
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
住
職
に
相
談
を
し
て
寺
の
代
食
の
墓
の
処
に
移
し
ま
し
た
」
（
『
浪
花
名
医
の
著
述
』
大
正
一
二
年
発
表
の
も
の
を
『
科
学

随
筆
・
医
史
叢
談
』
昭
和
一
七
年
に
再
録
）
。

土
肥
が
蔵
鶯
庵
を
訪
ね
た
の
は
富
士
川
の
そ
れ
よ
り
三
三
年
後
の
大
正
一
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
富
士
川
は
独
輔
庵
の
墓
を
庵
内
で
探
し

が
、
土
肥
は
庵
そ
の
も
の
を
探
し
あ
て
る
の
に
苦
労
し
た
。
彼
は
そ
の
と
き
の
こ
と
を
『
奇
傑
独
輔
庵
』
（
『
顎
軒
勝
戯
』
所
収
）
に
記
し
て

一
一
一
一

一
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三
氏
に
会
っ
た
。
億
川
氏
は
先
年
緒
方
洪
庵
の
門
人
帳
の
こ
と
で
世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
旧
知
で
あ
り
、
独
嚥
庵
の
墓
に
つ
い
て
問
う
た

と
こ
ろ
、
そ
の
墓
を
見
た
こ
と
は
あ
る
が
寺
の
は
っ
き
り
し
た
位
置
は
記
憶
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ホ
テ
ル
で
で
も
蔵
鶯
庵
を
調

べ
さ
せ
た
が
分
ら
ぬ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
翌
日
、
桜
根
門
下
の
谷
村
忠
保
氏
が
同
行
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
寺
町
付
近
で
尋
ね
た
と

こ
ろ
で
は
た
れ
も
蔵
鷺
庵
を
知
ら
な
か
っ
た
。
と
、
谷
村
氏
は
あ
る
寺
に
入
っ
た
が
間
も
な
く
出
て
き
て
運
転
手
に
耳
打
ち
し
た
。
自
動
車
は

も
と
来
た
道
を
戻
り
、
細
い
と
こ
ろ
に
入
っ
て
止
っ
た
。
や
や
行
く
と
濡
泗
な
衛
門
が
見
え
石
標
で
蔵
鶯
庵
で
あ
る
こ
と
が
読
め
た
。
谷
村
氏

が
玄
関
で
案
内
を
乞
う
間
も
待
て
ず
、
墓
地
に
入
っ
た
土
肥
は
、
最
も
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
「
虎
士
独
囎
庵
墓
」
の
あ
る
を
み
つ
け
た
。

富
士
川
に
よ
り
い
っ
た
ん
安
置
さ
れ
た
独
嚥
庵
の
墓
は
、
戦
後
再
び
無
縁
墓
の
中
へ
追
い
や
ら
れ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
医
家
先
哲
の
墓
を
護

る
会
（
代
表
寺
師
睦
宗
氏
）
は
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
（
支
部
長
中
野
操
氏
）
日
本
師
友
協
会
（
会
長
安
岡
正
篤
氏
）
の
協
賛
と
寺

側
の
理
解
を
得
て
、
墓
碑
を
建
て
直
し
、
昭
和
四
○
年
三
月
に
墓
前
法
要
と
記
念
講
演
会
を
行
っ
た
。
筆
者
も
こ
の
会
に
は
出
席
し
た
。

土
肥
の
書
く
字
は
素
晴
し
か
っ
た
が
、
富
士
川
の
字
も
ま
た
味
わ
い
深
い
も
の
が
あ
る
。
小
川
鼎
三
氏
は
富
士
川
英
郎
氏
の
字
と
父
の
勝
の

字
体
は
よ
く
似
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
英
郎
氏
は
研
究
の
面
で
も
父
君
と
共
通
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
今
回
の
記
念
会
の
翌
日
の
朝
日

新
聞
で
同
氏
が
そ
の
著
『
菅
茶
山
』
（
福
武
書
店
）
で
第
一
七
回
大
佛
次
郎
賞
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
が
、
菅
茶
山
に
つ
い
て
は
勝
も

言
及
し
て
い
る
。
丹
念
な
史
料
調
査
そ
の
も
の
が
親
譲
り
で
あ
り
、
と
も
に
名
文
家
と
い
え
よ
う
。

富
士
川
は
今
で
い
う
グ
ル
メ
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

大
学
の
講
義
、
史
料
の
探
索
な
ど
で
各
地
を
旅
行
し
た
が
、
各
々
の
地
で
の
味
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
、
た
と
え
ば
京
都
な
ら
ど
こ
そ
こ
と
な

か
な
か
の
舌
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
酒
は
嗜
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

わ
が
国
医
学
が
そ
の
範
を
西
洋
に
仰
ぐ
と
し
た
こ
と
で
、
旧
来
の
医
学
は
疎
ん
じ
ら
れ
、
当
時
そ
れ
ら
の
医
学
書
が
顧
り
承
ら
れ
る
こ
と
は

一
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富
士
川
は
明
治
四
五
年
に
帝
国
学
士
院
恩
賜
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
賞
が
で
き
て
二
回
目
で
の
快
挙
で
あ
る
。
そ
し
て
大
正
三
年
に
は

文
学
博
士
、
翌
四
年
に
は
医
学
博
士
の
二
つ
の
学
位
を
得
た
。
学
者
と
し
て
最
高
の
評
価
と
最
大
の
栄
誉
で
飾
ら
れ
頂
点
を
き
わ
め
た
と
い
え

筆
者
が
論
及
す
る
能
力
は
な
い
が
、
富
士
川
は
専
門
の
医
史
学
の
他
に
、
も
し
く
は
医
史
学
に
関
連
し
て
医
の
倫
理
（
医
道
の
昂
揚
）
、
仏

教
を
中
心
と
し
た
宗
教
に
強
い
関
心
を
示
し
た
ほ
か
、
児
童
問
題
・
教
育
・
看
護
・
保
険
・
犯
罪
・
迷
信
・
性
問
題
な
ど
幅
広
い
分
野
に
発
一
一
言

し
、
著
述
を
の
こ
し
た
。
驚
嘆
の
他
な
い
。
富
士
川
に
は
一
般
に
い
わ
れ
る
よ
う
な
師
や
弟
子
は
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
人
格

に
傾
倒
し
て
近
付
い
た
人
は
多
い
。
赤
松
金
芳
氏
夫
妻
は
そ
の
代
表
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。

て
い
る
。

太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）
は
そ
の
師
、
土
肥
に
つ
い
て
「
先
生
の
御
功
績
は
菅
に
医
学
の
一
分
科
を
輸
入
し
、
之
を
大
成
し
た
ま
う
た
と

云
ふ
に
は
止
ら
な
い
。
亦
実
に
人
道
上
の
大
宗
匠
で
い
ら
せ
ら
れ
た
」
と
し
、
「
古
昔
は
東
洋
と
西
洋
と
を
問
は
ず
、
優
れ
た
る
医
家
は
同
時

に
博
物
学
者
で
あ
り
、
ま
た
思
想
家
、
人
道
家
で
あ
っ
た
。
而
し
て
先
生
は
最
も
近
代
的
の
意
味
で
こ
の
諸
質
を
具
備
し
た
ま
う
た
」
と
述
べ

少
な
か
っ
た
。
富
士
川
は
こ
れ
を
積
極
的
に
、
系
統
的
に
集
め
た
。
そ
の
蓄
積
が
『
日
本
医
学
史
』
（
明
治
一
二
七
年
）
な
ど
に
実
っ
た
が
、
そ

れ
ら
の
蔵
書
は
八
富
士
川
文
庫
ｖ
と
し
て
京
大
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
慶
応
大
学
に
も
あ
る
と
聞
く
。

土
肥
も
ま
た
蔵
書
家
で
あ
っ
た
。
専
攻
の
皮
層
科
学
で
は
そ
の
師
カ
ポ
ジ
言
。
島
尻
画
己
ｏ
巴
（
届
召
１
＄
ｇ
）
の
蔵
書
を
譲
り
受
け
た
が
、

こ
の
中
に
は
世
界
的
な
稀
観
本
を
も
含
ん
で
お
り
、
現
在
八
顎
軒
文
庫
ｖ
と
し
て
、
彼
自
身
に
よ
る
集
書
と
合
せ
東
京
医
科
歯
科
大
学
図
書
館

内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
東
大
に
も
彼
の
文
庫
が
あ
り
、
ま
た
漢
詩
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
国
会
図
書
館
に
お
か
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

一
一
、
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が
、
富
士
川
と
土
肥
と
の
差
は
前
者
が
官
立
大
学
、
な
か
ん
づ
く
東
京
大
学
の
教
授
に
就
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
富
士
川
は

終
生
在
野
の
人
で
あ
っ
た
。
求
め
て
な
れ
る
も
の
で
も
な
い
が
、
彼
は
地
位
や
名
誉
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
マ
イ
・
ヘ
ー
ス
の
生
活
、
勝
の
生
涯
を

送
っ
た
と
い
え
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
に
執
着
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
あ
れ
だ
け
幅
広
い
も
の
に
関
心
を
も
ち
、
活
躍
が
で
き
た
と
も
い
え
よ
う
。

反
面
、
野
に
在
る
者
は
え
て
し
て
視
野
が
狭
く
、
独
善
的
に
な
り
、
殻
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
で
あ
る
が
、
富
士
川
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
っ

た
と
は
思
え
な
い
。
こ
れ
は
生
来
の
彼
の
性
格
で
あ
ろ
う
が
、
土
肥
や
呉
と
早
く
か
ら
交
誼
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
却
っ
て
悟
淡
と
し
て
い

、
ｒ
《
シ
ｈ
ノ
Ｏ

土
肥
は
医
学
博
士
で
あ
り
、
昭
和
二
年
に
は
帝
国
学
士
院
の
東
宮
御
成
婚
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
土
肥
と
呉
に
は
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る

反
面
、
野
に
在
る
者
は
贈
一

た
と
は
思
え
な
い
。
こ
』

ら
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
は
む
ろ
ん
富
士
川
の
責
任
で
は
な
い
が
、
厳
粛
な
事
実
と
し
て
、
富
士
川
没
後
五
○
年
の
今
日
に
お
い
て
、
な
お
わ
が
国
の

官
立
大
学
に
、
ひ
と
り
の
医
史
学
の
教
授
さ
え
存
在
し
な
い
。
日
本
医
学
会
の
第
一
分
科
会
と
い
う
晴
れ
が
ま
し
い
位
置
を
占
め
、
長
い
歴
史

と
伝
統
を
も
つ
日
本
医
史
学
会
と
し
て
は
、
わ
が
国
医
学
部
・
医
科
大
学
に
完
全
な
形
で
の
医
史
学
講
座
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
潭
身
の
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
地
下
の
富
士
川
も
そ
の
こ
と
を
願
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

（
大
阪
府
豊
中
市
）
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throughtheintroduCtionofKureShdz6(1865～1932,psychiatrist).

Besidesdermatology,whichwashisregularprofbssion,orrather,inrelationtoit,Dohiwasinterested

inmedicalhistory,andwroteAHMGF〃ひげ鋤""si〃腕‘〃bγ"(1921),hismostimportantwork.
FUjikawahadalsodevelopedanearlyinterestinthehistoryofsyphilis.

DohialsocarriedonaninvestigationintotheworkofRyochikuOkumura(1686～1760),anoted

doctorinFukuiPrefbcturewhereDohihimselfwasborn,andFUjikawacooperatedwithhiminthis

research.FUjikawafbundthegravestoneofDokushoanNagatomi(1732～1766),adiscipleofRyochiku,
atZoroaninOsaka.inl892,and33yearslaterDohivisitedZoroanandrecordedthefact.

WhatdiffbrsmostbetweenthetwoisthatDohi,aprofbssoratTokyoUmversity,wasatthetop
oftheacademicworldwhileFUjikawaremainedontheoutsideallhislifb.
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